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北
村
光
明　

議
員

　

第
２
子
以
降
の
保
育
料
を

無
料
と
し
た
後
の
利
用
者
及

び
保
育
現
場
の
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

①
入
所
者
が
増
え
て
い
る
が
、

子
育
て
支
援
の
状
況
は
ど
う

改
善
さ
れ
た
か
。

②
保
育
所
運
営
に
必
要
な
マ

ン
パ
ワ
ー
（
人
的
資
源
）
は

確
保
さ
れ
て
い
る
か
。
職
員

数
と
一
人
当
た
り
の
担
当
割

合
の
変
化
を
伺
う
。

高
薄
町
長

①
第
２
子
無
料
化
は
保
護
者

の
方
々
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て

お
り
、
第
１
子
の
年
齢
上
限

を
小
学
3
年
生
ま
で
広
げ
た

こ
と
で
よ
り
多
く
の
方
が
恩

恵
を
受
け
て
い
る
。

②
常
設
保
育
所
全
体
で
は
調

理
員
を
除
き
、
正
職
員
17
名
、

臨
時
職
員
20
名
で
対
応
し
て

い
る
。
順
次
正
職
員
に
切
り

替
え
て
い
く
計
画
で
あ
り
、

マ
ン
パ
ワ
ー
は
そ
の
中
で
確

あ
っ
た
が
、
安
心
・
安
全
の

確
保
を
ど
う
行
う
の
か
。

④
町
民
へ
の
周
知
を
ど
う
行

う
の
か
。

高
薄
町
長

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
本
年
10

月
か
ら
、
住
民
票
を
有
す
る

全
て
の
国
民
一
人
ひ
と
り
に

通
知
さ
れ
、
平
成
28
年
１
月

か
ら
、
社
会
保
障
、
税
、
災

害
対
策
分
野
の
中
で
情
報
の

管
理
が
行
わ
れ
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
制
度
に

対
応
す
る
た
め
に
、
シ
ス
テ

ム
の
改
修
・
整
備
を
進
め
て

い
る
。

②
年
金
や
福
祉
な
ど
の
申
請

で
書
類
の
添
付
が
減
り
、
年

金
の
未
払
い
や
不
正
受
給
等

が
な
く
な
る
。
適
正
な
課
税

が
実
現
す
る
。

③
特
定
個
人
情
報
の
収
集
の

禁
止
や
罰
則
の
強
化
、
情
報

の
分
散
管
理
、
ア
ク
セ
ス
の

記
録
、
通
信
の
暗
号
化
な
ど

様
々
な
対
策
を
講
ず
る
。

④
新
聞
チ
ラ
シ
折
り
込
み
も

含
め
、
更
に
広
く
周
知
し
て

い
く
。
町
民
の
方
が
不
安
に

な
ら
な
い
よ
う
情
報
の
発
信

に
努
め
る
。

保
し
て
い
く
。
代
替
職
員
も

お
り
、
不
十
分
な
体
制
で
は

な
い
。

　

国
が
定
め
る
職
員
の
配
置

基
準
は
０
歳
児
が
３
対
1
、

２
歳
児
が
６
対
1
、
３
歳
児

が
15
対
１
、
４
歳
児
以
上
が

30
対
１
で
あ
る
。
最
近
で
は

発
達
支
援
の
対
象
児
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
員
の

加
配
（
基
準
よ
り
多
く
配
置

す
る
こ
と
）
に
努
め
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
生

奨
学
金
制
度
の　

復
活

マ
イ
ナ
ン
バ
ー　

制
度

第３回定例会
町政を問う！ 一般質問

鈴
木
孝
寿
議
員

　

町
内
会
・
農
事
組
合
は
、

生
活
上
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
そ
の
戸
数
は
１
０

０
戸
を
超
え
る
と
こ
ろ
も
あ

れ
ば
10
戸
を
下
回
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
減
っ
た
戸
数
が
増

加
に
転
じ
る
こ
と
は
考
え
に

く
い
。
地
域
の
自
主
性
を
重

視
す
る
中
で
行
政
と
し
て
直

接
指
導
的
な
役
割
を
担
う
こ

と
に
難
し
さ
を
感
じ
る
が
、

地
域
の
福
祉
を
考
え
て
い
く

上
で
は
無
視
で
き
な
い
。

　

自
主
的
な
特
性
を
踏
ま
え

つ
つ
、
今
後
の
減
少
を
鑑
み
、

町
内
会
の
合
併
や
連
携
の
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

高
薄
町
長

　

小
さ
な
自
治
体
づ
く
り
と

し
て
、
市
街
地
で
あ
れ
ば
東

西
南
北
に
分
け
、
町
の
業
務

の
一
部
に
組
み
込
み
、
職
員

を
配
置
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
で
き
な
い
か
考
え
た

こ
と
が
あ
る
。

　

東
西
南
北
で
な
く
て
も
近

隣
の
町
内
会
と
共
同
で
清
掃

活
動
や
花
見
、
福
祉
活
動
な

ど
が
で
き
な
い
か
、
あ
る
町

内
会
に
持
ち
掛
け
た
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
こ
は
自
主
性
を

重
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
役

場
職
員
が
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り

進
ま
な
か
っ
た
。

　

高
齢
者
が
増
え
て
い
る
中
、

あ
る
程
度
の
母
体
が
な
い
と

活
動
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

町
内
会
の
集
約
は
必
要
で
あ

り
、
こ
の
課
題
を
人
口
減
少

問
題
を
含
め
た
中
で
投
げ
か

け
る
必
要
が
あ
る
。

鈴
木
孝
寿　

議
員

　

行
財
政
改
革
に
お
い
て
奨

学
金
条
例
は
事
実
上
新
規
募

集
が
凍
結
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
進
学
を
志
し
な
が
ら

も
経
済
的
な
事
情
等
に
よ
り

そ
の
進
路
の
選
択
に
限
り
が

出
て
し
ま
う
こ
と
は
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
を
地
域
あ
げ

て
育
て
る
と
い
う
本
町
の
風

土
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
る
。

　

こ
の
条
例
の
凍
結
解
除
の

予
定
は
あ
る
か
。

三
澤
教
育
委
員
長

　

他
の
奨
学
金
制
度
が
充
実

し
た
こ
と
を
背
景
に
、
本
町

の
危
機
的
財
政
状
況
か
ら
、

平
成
17
年
度
以
降
は
新
た
な

方
へ
の
貸
付
け
は
実
質
凍
結

の
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
奨
学
金
制
度
が
拡
充

さ
れ
て
き
て
い
る
状
況
か
ら
、

喫
緊
の
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
を
優
先
順
位
に
考
え
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

北
村
光
明　

議
員

　

本
町
に
お
け
る
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
」
の
現
状
と
認

識
を
伺
う
。

①
制
度
の
概
要
と
そ
の
対
応

は
。

②
こ
の
制
度
の
利
便
性
は
。

③
年
金
デ
ー
タ
の
流
出
等
が

子
育
て
支
援
の　

現
状

町
職
員
の
再
任
用

北
村
光
明　

議
員

　

「
清
水
町
職
員
の
再
任
用

に
関
す
る
条
例
」
の
運
用
に

関
し
て
伺
う
。

①
再
任
用
さ
れ
た
職
員
の
事

例
及
び
人
数
は
。

②
再
任
用
制
度
の
現
状
は
。 楽しい親子遠足♪（中央公園）


